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一

『
和
漢
朗
詠
集
』
伊
予
切
（
以
下
、
伊
予
切
と
略
称
す
る
）
の
も
と
は
冊
子
本
で
あ
っ

た
が
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
際
、
伝
来
の
地
（
伊
予
国
〈
現

在
の
愛
媛
県
西
条
市
〉
）
に
因
ん
で
伊
予
切
と
命
名
さ
れ
た
（
1
）

。

　

『
和
漢
朗
詠
集
』
粘
葉
本
（
以
下
、
粘
葉
本
と
略
称
す
る
）
は
完
本
で
あ
り
、
粘
葉

装
に
よ
る
冊
子
本
で
あ
る
。

か
つ
て
、
尾
上
柴
舟
氏
は
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
は
「
筆
致
が
よ
く
類
似
し
て
」
い

る
も
の
の
、「
そ
の
時
代
も
、
書
者
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
寛

弘
以
後
元
永
附
近
ま
で
の
間
の
何
人
か
の
名
手
が
、
筆
を
揮
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
、

い
わ
れ
る
と
思
う
（
2
）
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
春
名
好
重
氏
も
「
同
筆
か
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
、

字
形
・
線
・
用
筆
・
連
綿
な
ど
が
同
じ
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
（
3
）

。

一
方
、
安
東
聖
空
氏
は
伊
予
切
「
第
一
種
」
と
粘
葉
本
と
を
「
同
手
と
見
て
よ
い
と

思
う
」
と
さ
れ
、
同
一
人
物
が
「
同
一
の
和
漢
朗
詠
集
を
相
当
数
多
く
書
い
た
も
の

と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
説
か
れ
た
（
4
）

。
ま
た
、
飯
島
春
敬
氏
も
、
両
本
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山
　

本
　

ま

り

子

は
「
同
筆
」
で
、「
後
冷
泉
天
皇
の
永
承
年
間
か
ら
堀
河
天
皇
の
寛
治
年
間
（
一
〇
四
六

―

一
〇
八
七)

に
能
書
と
し
て
君
臨
し
た
藤
原
公
経
」
の
手
に
な
る
（
5
）

と
提
言
さ
れ
、
伊

予
切
の
「
書
き
方
は
、
緊
張
し
て
い
る
粘
葉
本
に
比
し
て
、
さ
ら
に
瀟
洒
で
自
由
で
あ

る
（
6
）

」
と
評
さ
れ
た
（
7
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
両
本
を
同
筆
と
さ
れ
る
そ
の
決
定
的
事
例
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の

点
に
つ
い
て
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。

稿
者
は
、
既
に
、
拙
稿
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
伊
予
切
〈
第
一
種
〉
の
書―

粘
葉
本
と

の
関
係―

」
に
お
い
て
、
伊
予
切
の
書
に
は
「
随
所
に
生
硬
さ
が
窺
わ
れ
、
老
成
さ
れ

た
感
が
あ
る
粘
葉
本
と
の
間
に
見
ら
れ
た
力
量
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
両
本
は
別
人
の
手
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
（
8
）

。　

用
字
の
問
題
に
加
え
、
主
に
、
各
文
字
を
構
成
す
る
画
（
9
）

・
線
に
お
け
る
特
徴
的
か
と

思
し
き
線
質
）
10
（

に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
文
字
の
位
置
関
係
、
行
の
傾
き
具
合
、

構
成
等
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
拙
稿
の

補
完
を
行
い
た
く
、
そ
の
考
察
結
果
を
示
し
、
改
め
て
両
本
の
書
に
つ
い
て
論
じ
る
。

本
稿
に
お
け
る
「
伊
予
切
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
一
種
」（
１
〜
235
）
を
指
す
）
11
（

。
ま
た
、

考
察
の
対
象
は
原
則
、
詩
歌
句
に
限
り
、
目
録
（
題
〈
詩
歌
句
群
ご
と
に
部
類
分
け
さ
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れ
た
各
項
目
名
〉
の
一
覧
）・
題
・
注
記
（
各
詩
歌
句
の
下
方
に
小
書
き
さ
れ
た
題
詞
・

作
者
名
等
）、
及
び
傍
書
等
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
し
た
。

本
稿
で
は
詩
歌
句
を
詩
歌
番
号
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
）
で
示
す
。

本
調
査
は
、『
日
本
名
跡
叢
刊
』・『
日
本
名
筆
選
』
に
拠
っ
た
）
12
（

。

二

安
東
聖
空
氏
は
、
次
掲
［１］
・
［２］
を
事
例
と
し
、
伊
予
切
に
つ
い
て
、「
い
か
に
粘
葉

本
と
近
似
の
字
体
が
多
い
か
が
明
ら
か
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
）
13
（

。

　

伊
予
切
［１］
の
書
は
流
麗
に
映
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
粘
葉
本
に
比
し
て
弱
々
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
節
が
あ
り
、
各
文
字
の
形
も
幅
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
、
粘
葉
本
［２］
の
一
・
二
・
三
行
目
の
下
方
に
お
い
て
は
、
上
下
に
位
置
す
る
文
字

の
う
ち
、
上
に
位
置
す
る
文
字
の
真
下
で
は
な
く
、
稍
々
右
方
に
そ
の
下
の
文
字
が
位

置
し
て
お
り
、
各
行
も
僅
か
な
が
ら
傾
斜
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ら
が
全
般
に
亘
っ
て
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
課
題
の
核
心
を
な
す
要

素
を
内
包
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
相
違
は
目
視
で
は
判
別
し
難
い

ほ
ど
、
微
妙
な
も
の
と
し
て
内
在
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
し
、
感
覚
的
領
域
に
お
け
る
差
違
に
つ
い
て
定
量
化
を
試
み
た
。「
文
字
位
置
計
測

ソ
フ
トV

er 1. 1

」（
以
下
、
ソ
フ
ト
と
略
称
す
る
）
を
使
用
し
、
主
に
、
各
文
字
の
「
矩

形
」、
及
び
各
行
中
、
上
下
に
位
置
す
る
二
文
字
の
位
置
関
係
に
注
目
し
、
そ
の
計
測

結
果
に
基
づ
き
分
析
を
試
み
た
。

は
じ
め
に
、
当
該
ソ
フ
ト
の
果
た
し
得
る
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
中
、
稿
者

が
使
用
す
る
用
語
も
定
義
す
る
。

ソ
フ
ト
で
は
、
各
文
字
の
「
矩
形
」、
各
行
の
姿
（
文
字
の
並
び
・
行
の
揺
れ
等
）

が
視
覚
的
に
表
示
さ
れ
、
か
つ
、
一
行
中
、
上
下
に
位
置
す
る
各
二
文
字
の
「
中
心
点
」

（
相
異
な
る
二
点
）
間
の
距
離
・
角
度
の
計
測
が
可
能
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
上
、
次
掲
［３］
の
ご
と
く
、
各
文
字
の
墨
の
跡
の
上
下
左
右
に
お
け
る
最
も
外

側
の
箇
所
（
四
か
所
）
を
直
線
で
結
ぶ
（
そ
の
四
か
所
の
位
置
を
見
定
め
る
の
は
稿
者

の
目
視
に
よ
り
行
わ
れ
る
）
こ
と
に
よ
り
当
該
文
字
は
四
角
形
で
囲
ま
れ
る
。
と
同
時

に
、
そ
こ
に
は
自
動
的
に
対
角
線
が
表
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
四
角
形
の
こ
と
を
「
矩

形
」
と
呼
称
し
、
対
角
線
に
よ
り
結
ば
れ
た
点
を
「
中
心
点
」
と
呼
称
す
る
。

一
行
中
、
複
数
の
文
字
は
連
な
る
た
め
、
た
と
え
ば
、
次
掲
［５］
の
三
行
目
の
行
頭

の
一
字
目
「
池
」
の
下
に
は
「
凍
」
が
存
す
る
。「
凍
」
に
お
い
て
も
前
述
し
た
「
池
」

の
場
合
と
同
様
な
作
業
を
行
う
。
そ
れ
に
伴
い
、
［４］
の
ご
と
く
、
中
心
点
が
結
ば
れ
る

（
［４］
は
、
［５］
の
三
行
目
の
行
頭
〈
一
字
目
・
二
字
目
〉
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
）。
そ

の
作
業
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
文
字
の
矩
形
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
点

の
軌
跡
が
表
れ
る
。
そ
の
一
部
を
［５］
に
示
す
。

な
お
、
［６］
の
ご
と
き
線
分
表
示
（
矩
形
・
対
角
線
を
無
表
示
と
し
、
中
心
点
の
軌
跡

の
み
を
実
線
で
示
す
）
も
可
能
で
あ
る
。

■
伊
予
切 

　

［１］

■
粘
葉
本　

　

［２］
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［４］
・
［５］
に
よ
る
と
、
一
字
目
「
池
」
の
真
下
に
「
凍
」
は
な
く
、
ま
た
、「
凍
」
の

中
心
点
の
位
置
も
「
池
」
よ
り
稍
々
左
へ
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

調
査
方
法
・
手
順
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
両
本
の
図
版
を
デ
ー
タ
化
し
、
画
像
サ
イ
ズ
の
調
整
を
行
っ
た
。
両
本
の
縦

の
寸
法
を
揃
え
る
た
め
で
あ
る
が
以
下
の
手
順
に
よ
り
行
っ
た
。

巻
頭
の
詩
句
の
一
行
目
（
伊
予
切
１
と
粘
葉
本
１
の
一
行
目
「
逐
吹
潜
開
不
待
芳
菲

之
候
迎
春
乍
」
）
の
寸
法
（
墨
の
跡
〈
筆
跡
〉
が
確
認
さ
れ
る
最
上
部
か
ら
最
下
部
ま

で
の
寸
法
）
を
揃
え
る
べ
く
、
伊
予
切
を
基
準
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
粘
葉
本
を
拡

大
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
と
同
比
率
と
し
、
粘
葉
本
の
そ
の
他
の
図
版
の
全
て
に
つ
い

て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
寸
法
で
は
ソ
フ
ト
上
、
画
面
に

一
首
全
体
が
収
ま
ら
な
い
。
作
業
の
効
率
化
の
た
め
、
画
像
の
全
て
を
一
律
に
縮
小
し
、

寸
法
は
（
上
下
の
余
白
も
含
め
）
縦
33
㎜
に
調
整
し
た
。
ソ
フ
ト
に
よ
り
出
力
さ
れ
る

計
測
結
果
は
そ
れ
に
対
す
る
実
寸
の
も
の
で
表
示
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
作
業
中
、
稿
者

が
目
視
し
て
い
る
画
像
の
寸
法
と
の
間
に
は
差
が
あ
る
（
実
際
、
目
視
し
て
い
る
寸
法

は
そ
の
三
倍
程
度
〈
縦
100
㎜
程
〉
で
表
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）。

上
下
に
位
置
す
る
各
二
文
字
間
の
距
離
・
角
度
（
上
に
位
置
す
る
文
字
の
中
心
点
を

基
点
と
し
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
文
字
の
中
心
点
ま
で
の
距
離
、
及
び
そ
の
角
度
）
を

数
値
で
表
し
た
も
の
が
次
の
【
文
字
位
置
計
測
結
果
】（
以
下
、【
表
】
と
略
称
す
る
）

で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
掲
載
の
範
囲
は
１
〜
30
に
限
定
し
た
。

■
伊
予
切

　

［３］

　

［４］

■
伊
予
切

　

［５］

　

［６］
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は
じ
め
に
、【
表
】
の
各
欄
の
見
方
、
数
字
・
数
値
の
意
味
す
る
事
項
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
。

①
両
本
中
、
一
首
が
二
行
に
亘
り
書
写
さ
れ
て
い
る
場
合
は
【
表
】
に
お
い
て
も
二
行

と
し
、
改
行
の
位
置
も
両
本
と
同
様
に
表
し
た
。

②
上
段
に
示
し
た
各
欄
の
番
号
は
当
該
行
の
詩
歌
番
号
で
あ
る
。
漢
詩
に
つ
い
て
は
和

歌
と
区
別
す
る
た
め
当
該
欄
を
太
枠
で
囲
っ
た
。
各
詩
歌
番
号
の
右
の
括
弧
内
の
左

右
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
両
本
に
お
け
る
見
開
き
の
面
（
両
ペ
ー
ジ
）
の
う
ち
、
右
・

左
の
い
ず
れ
か
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
右
の
列
の
各
欄
の
数
字
は
当
該
行
に
お
け
る
当
該
箇
所
を
文
字
の
位
置
に
よ
っ
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
上
段
の
「
1-2
」
は
、
当
該
行
に
お
け
る
一
字
目

と
二
字
目
の
中
心
点
間
の
距
離
（
単
位
、
㎜
）・
角
度
（
単
位
、
度
）
を
表
す
。

④
各
欄
は
二
段
（
上
・
下
段
）
に
分
け
、「
距
離
」
を
上
段
、「
角
度
」
を
下
段
に
示
し

た
。
適
宜
、
前
者
の
項
目
を
「
Ａ
」、
後
者
の
項
目
を
「
Ｂ
」
と
称
す
。
角
度
に
つ

い
て
は
上
の
文
字
の
真
下
に
次
の
文
字
が
位
置
す
る
場
合
は
「0. 00

」
と
表
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
上
の
文
字
（
の
中
心
点
）
を
基
点
と
し
、
下
の
文
字
が
そ
れ
よ
り
右
に

位
置
す
る
場
合
は
「
＋
」、
左
に
位
置
す
る
場
合
は
「
－
」
で
表
示
さ
れ
る
。
以
下
、

前
者
を
「
プ
ラ
ス
」、
後
者
を
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
。

前
掲
［５］
の
詩
句
三
行
目
（
行
頭
）
の
「
池
」・「
凍
」
を
例
に
取
り
、【
表
】
中
、
数

値
の
見
方
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

【
表
】
の
上
欄
「
２
」（
詩
番
号
）、「
1-2
」（
位
置
）
の
結
ば
れ
た
欄
が
該
当
す
る
。「
池
」

と
「
凍
」
の
中
心
点
間
の
距
離
は
「1. 46

」、
角
度
は
「

－2. 49

」
で
あ
る
。
両
字
の
中

心
点
間
の
距
離
は1. 46

㎜
で
あ
り
、
角
度
は
「
池
」
を
基
点
と
し
、
左
下
方2. 49

度
の

位
置
に
「
凍
」
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

矩
形
・
線
分
表
示
に
よ
る
視
覚
化
、
中
心
点
間
の
距
離
・
角
度
の
定
量
化
に
よ
り
、

そ
の
両
面
か
ら
の
考
察
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
両
本
に
は
続
け
字
（
字
間
を
離

さ
ず
、
続
け
て
書
す
場
合
）
も
混
在
す
る
。
ま
た
、
剥
落
等
に
つ
い
て
は
痕
跡
か
ら
判

断
す
る
し
か
な
く
、
稿
者
の
感
覚
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
も
実
際
に
は
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
精
緻
さ
に
欠
け
る
と
い
う
前
提
の
下
、
本
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
。
そ
の
よ
う

な
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
目
視
の
み
で
は
気
付
き
得
な
い
面
が
明
ら
か
と
な
り
、
大
凡

の
特
徴
等
は
本
デ
ー
タ
に
よ
り
掴
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
表
】
に
よ
る
と
、
両
本
間
に
は
主
に
六
項
目
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
⑴
・
⑵
・
⑶
・

⑷
・
⑸
・
⑹
と
し
、
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

ま
ず
、【
表
】
中
、
距
離
（
「
Ａ
」
）
の
項
目
に
つ
い
て
述
べ
る
。

各
行
中
、
最
も
低
い
数
値
に
は
●
印
を
付
し
、
最
も
高
い
数
値
に
は
○
印
を
付
し
た
。

た
だ
し
、1. 0

未
満
に
つ
い
て
は
◆
印
を
付
し
た
。

⑴　

全
四
四
行
中
、
両
本
間
に
お
け
る
同
詩
歌
句
を
比
較
（
二
行
に
亘
る
場
合
は
一
行

目
、
ま
た
は
二
行
目
に
つ
い
て
も
区
別
）
し
、
●
・
○
・
◆
印
の
数
を
数
え
て
み
る

と
（
当
該
行
中
、
同
数
値
が
複
数
存
す
る
場
合
、
そ
の
数
ま
で
は
考
慮
し
な
い
）、
●
・

◆
印
に
お
い
て
伊
予
切
の
方
が
粘
葉
本
よ
り
数
値
が
高
い
の
は
一
一
か
所
で
あ
る

（
両
本
、
同
数
値
：
八
か
所
）。
一
方
、
○
印
に
お
い
て
伊
予
切
の
方
が
粘
葉
本
よ
り

数
値
が
低
い
の
は
一
五
か
所
で
あ
る
（
両
本
、
同
数
値
：
五
か
所
）。

 

　

な
お
、
●
印
と
◆
印
と
を
合
わ
せ
る
と
伊
予
切
五
二
か
所
、
粘
葉
本
五
一
か
所
で

あ
り
、
○
印
は
伊
予
切
四
九
か
所
、
粘
葉
本
五
五
か
所
で
あ
る
。

⑵　

粘
葉
本
で
は
◆
印
は
一
三
か
所
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
か
所
（
26
〈
二
行

目
〉
）
を
除
く
全
て
が
行
末
付
近
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
26
（
二
行
目
）
の
方
は

踊
り
字
で
あ
る
た
め
、
そ
の
数
値
が
低
い
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
伊

予
切
で
は
行
末
付
近
以
外
に
も
◆
印
は
い
く
つ
か
存
す
る
。

⑶　

一
行
中
、
そ
れ
ぞ
れ
連
な
っ
て
位
置
す
る
各
三
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
の
差
に

注
目
し
た
）
14
（

。

　
　

そ
の
差
が0. 3

以
上
で
あ
る
の
は
伊
予
切
で
は
一
四
一
か
所
、
粘
葉
本
で
は
九
一

か
所
で
あ
る
。
そ
の
差
が0. 3

未
満
の
も
の
し
か
存
し
な
い
行
に
つ
い
て
は
伊
予
切

の
方
が
粘
葉
本
よ
り
少
な
く
（
伊
予
切
三
行
〈
三
首
〉・
粘
葉
本
九
行
〈
七
首
〉
）、
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『
和
漢
朗
詠
集
』
伊
予
切
「
第
一
種
」
と
粘
葉
本
の
書
に
関
す
る
一
考
察

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
漢
詩
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　

ま
た
、
そ
の
差
が0. 4

以
上
で
あ
る
の
は
、
伊
予
切
で
は
五
八
か
所
、
粘
葉
本
で

は
三
八
か
所
で
あ
っ
た
。
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
多
く
は
●
・
◆
・
○
印
、

及
び
そ
の
付
近
に
存
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
）
15
（

。

　
　

な
お
、
そ
の
差
に
つ
い
て
、
数
値
の
高
い
順
に
、
伊
予
切1. 07

・0. 81

・0. 76

、

粘
葉
本0. 70
・0. 62
・0. 58

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

【
表
】
中
、
角
度
（
「
Ｂ
」
）
の
項
目
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑷　

試
み
に
、
プ
ラ
ス
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス10

以
上
の
数
値
に
は
■
印
を
付
し
、5

以

上
（10

未
満
）
の
数
値
に
は
□
印
を
付
し
た
。

　
　

■
印
は
伊
予
切
で
は
四
二
か
所
、
粘
葉
本
で
は
二
五
か
所
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　

□
印
に
つ
い
て
も
伊
予
切
で
は
一
五
八
か
所
、
粘
葉
本
で
は
一
二
〇
か
所
で
あ

り
、
■
・
□
印
と
も
に
伊
予
切
の
方
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

⑸　

【
表
】
中
、
ひ
と
つ
な
が
り
の
複
数
の
文
字
の
う
ち
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
と
が

そ
れ
ぞ
れ
二
回
以
上
、
交
互
に
表
れ
る
箇
所
の
数
字
の
背
景
に
は
着
色
を
施
し
た
。

伊
予
切
で
は
二
六
か
所
、
粘
葉
本
で
は
一
九
か
所
で
あ
り
、
伊
予
切
の
方
に
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。

⑹　

プ
ラ
ス
、
乃
至
、
マ
イ
ナ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
連
続
す
る
箇
所
に
も
注
目
し
た
（
当
該

箇
所
中
、0. 00

が
含
ま
れ
る
も
の
も
連
続
す
る
箇
所
と
見
做
し
た
）。

　
　

プ
ラ
ス
の
連
続
に
つ
い
て
は
【
表
】
の
各
欄
の
数
字
の
左
側
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
連

続
に
つ
い
て
は
各
欄
の
数
字
の
右
側
（
右
側
の
欄
と
の
境
界
線
上
）
に
線
を
引
き
、

そ
の
範
囲
を
線
の
位
置
で
示
し
た
。

　
　

そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
が
連
続
す
る
最
長
は
伊
予
切
で
は
四
文
字
間
、
粘
葉

本
で
は
六
文
字
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
二
文
字
間
の
連
続
の
も
の
も
含

め
、
マ
イ
ナ
ス
の
当
該
箇
所
数
を
数
え
て
み
る
と
、
見
開
き
の
右
面
（
右
ペ
ー
ジ
）

に
見
ら
れ
る
の
は
伊
予
切
で
は
八
首
（
一
四
か
所
）
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
粘
葉

本
で
は
一
三
首
（
二
五
か
所
）
が
確
認
さ
れ
た
。

一
方
、
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
伊
予
切
で
は
六
文
字
間
以
上
の
連
続
が
二
首
（
二
か
所
）

で
あ
っ
た
が
、
粘
葉
本
で
は
一
〇
首
（
一
一
か
所
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
九
首
（
一
〇

か
所
）
が
左
面
（
左
ペ
ー
ジ
）
に
当
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
結
果
⑴
・
⑵
・
⑶
を
纏
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴　

各
行
中
、
上
下
に
位
置
す
る
各
二
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
が
「
最
長
で
あ
る
箇

所
」、「
最
短
で
あ
る
箇
所
」
に
そ
れ
ぞ
れ
注
目
し
た
。
両
本
間
に
お
け
る
同
詩
歌
句

（
同
行
）
中
、
粘
葉
本
よ
り
伊
予
切
の
方
が
、
最
長
で
あ
る
箇
所
は
よ
り
長
く
、
最

短
で
あ
る
箇
所
は
よ
り
短
い
傾
向
に
あ
る
。

⑵　

粘
葉
本
で
は
、
上
下
に
位
置
す
る
各
二
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
が
短
い
も
の
が

行
末
付
近
に
多
く
存
す
る
。

⑶　

各
行
中
、
そ
れ
ぞ
れ
連
な
っ
て
位
置
す
る
各
三
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
の
差
が

粘
葉
本
よ
り
伊
予
切
の
方
が
大
き
い
も
の
が
目
立
っ
て
い
た
。
伊
予
切
に
お
け
る
各

三
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
の
差
が
大
き
い
の
は
、
各
二
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離

が
一
行
中
、
最
長
で
あ
る
箇
所
、
最
短
で
あ
る
箇
所
、
及
び
そ
の
付
近
に
多
く
見
ら

れ
た
。

こ
こ
か
ら
、
同
行
中
、
粘
葉
本
よ
り
も
伊
予
切
の
方
が
各
二
文
字
の
中
心
点
間
の
距

離
に
差
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
差
の
大
き
い
も
の
が
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
得
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
考
察
結
果
⑷
・
⑸
・
⑹
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
行
中
、
各
上
下
に
位
置
す
る
文
字
の
う
ち
、
上
に
位
置
す
る
文
字
の
中
心
点
を
基

点
と
し
、
そ
こ
か
ら
真
下
へ
向
か
う
直
線
を
引
く
な
ら
ば
、
以
下
、
続
く
文
字
の
中
心

点
が
大
凡
そ
の
直
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
そ
れ
よ
り
右
下
方
、

左
下
方
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
設
定
し
、
各
二
点
間
の
角
度
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
が
次
の
三
項
目
で
あ
る
。

⑷　

伊
予
切
の
方
が
粘
葉
本
よ
り
角
度
大
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。

⑸　

一
行
中
、
上
下
に
位
置
す
る
ひ
と
つ
な
が
り
の
複
数
の
文
字
が
交
互
に
右
下
方
、
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左
下
方
に
複
数
回
に
亘
っ
て
揺
れ
る
頻
度
も
伊
予
切
の
方
が
高
い
。

⑹　

各
行
に
お
け
る
行
頭
の
文
字
と
行
末
の
文
字
の
中
心
点
を
仮
に
結
ん
で
み
る
と
、

粘
葉
本
で
は
そ
の
線
は
傾
斜
す
る
傾
向
に
あ
る
。
粘
葉
本
の
紙
面
の
上
か
ら
下
へ
文

字
を
書
き
進
め
て
い
く
上
で
生
じ
る
行
の
流
れ
と
し
て
は
、
微
妙
な
位
置
関
係
で
は

あ
る
も
の
の
、
見
開
き
の
右
面
（
右
ペ
ー
ジ
）
の
行
は
左
下
方
へ
向
か
い
、
左
面
（
左

ペ
ー
ジ
）
の
行
は
右
下
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
る
。
見
開
き
の
面
の
そ
の
姿
を
何
か

に
譬
え
る
な
ら
ば
扇
形
が
連
想
さ
れ
る
が
、
伊
予
切
に
そ
の
特
徴
は
見
当
た
ら
な

い
。

三

仮
に
、
全
て
が
活
字
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
章
中
、
指
摘
し
た
事
項
の
要
因
は
配
字
の

問
題
に
止
ま
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
実
際
は
手
書
き
の
も
の
で
あ
る
。
既
に
、
拙
稿
）
16
（

に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
伊
予
切
の
文
字
の
矩
形
は
多
様
で
あ
る
。
伊
予
切
で
は
漢
字

の
最
終
画
・
仮
名
の
最
終
部
分
）
17
（

が
長
目
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
縦
長
の
字
形
も

多
い
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
が
前
述
し
た
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
に
深
く
関
わ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
姿
容
が
美
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
両
本
が
技
能
的
に
同
等
の
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
両
本
が
同
筆
で
あ
る
可
能
性
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
り
得
る
。
し

か
し
、
伊
予
切
の
書
は
そ
の
与
件
を
満
た
す
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
ま
い
か
。

そ
の
観
点
に
立
ち
、
伊
予
切
の
「
最
終
画
・
最
終
部
分
が
長
目
」
で
あ
る
文
字
、「
縦

長
の
字
形
」
を
有
す
る
文
字
を
中
心
に
、
適
宜
、
前
章
【
表
】
に
お
け
る
考
察
結
果

も
踏
ま
え
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
箇
所
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。
事
例
と
し
て

［７］
・
［８］
を
挙
げ
る
。

ま
ず
、
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
「
最
終
画
・
最
終
部
分
が
長
目
で
あ
る
」
事
例
に
つ
い

て
述
べ
る
。
11
「
岸
」（
二
・
四
字
目
）・「
柳
」（
六
字
目
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伊
予
切

の
当
該
箇
所
（
縦
画
）
は
長
い
。
11
「
岸
」（
四
字
目
）
の
当
該
箇
所
（
縦
画
）
は
傾

き
、
強
い
調
子
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
行
中
、
11
「
之
」
は
小
振
り
に
書
さ
れ
、

異
質
的
で
あ
る
。
11
「
遅
」・「
速
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
縦
に
伸
び
た
こ
と
に

よ
り
下
に
続
く
四
文
字
が
詰
ま
っ
た
か
の
ご
と
く
感
じ
ら
れ
、
11
「
之
」・「
遅
速
」
は

「
岸
」・「
柳
」
を
活
か
し
得
て
い
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
11
「
岸
」（
二
・
四

字
目
）・「
柳
」
の
右
の
行
（
10
の
上
部
）
で
は
文
字
が
窮
屈
に
並
び
、
当
該
行
と
そ
ぐ

わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
粘
葉
本
の
11
「
岸
」（
二
・
四
字
目
）・「
柳
」
の
下
に
位
置
す
る
「
西
」・「
之
」・

「
遅
速
」
で
は
幅
広
の
字
形
が
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
右
の
行
（
10
の
上
部
）
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
保
た
れ
、
品
よ
く
収
ま
り
、
行
と
し
て
の
安
定
感
も
あ
る
。

粘
葉
本
の
11
「
岸
」（
二
・
四
字
目
）・「
柳
」・「
之
」・「
遅
速
」
の
最
終
画
の
線
質
に

は
深
み
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
伊
予
切
の
当
該
箇
所
は
平
板
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
こ
と
な

く
落
ち
着
か
な
さ
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
９
「
低
」・
12
「
脱
」・
14
「
変
」
等
の
最
終
画
、
15
「
ひ
」（
八
字
目
）・「
那
」

の
最
終
部
分
等
が
伊
予
切
で
は
長
目
に
書
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

【
表
】（
「
Ｂ
」
）
に
拠
る
と
、
伊
予
切
で
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
上
に
位
置
す
る
文
字

の
真
下
に
当
該
文
字
は
な
く
、
右
下
方
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
「
低
」

7. 43

・「
脱
」9. 46

・「
変
」4. 40

・「
ひ
」12. 53

・「
那
」5. 19

）。

当
該
文
字
の
最
終
画
等
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
線
質
に
も
粘
葉
本
の
ご
と
き
緊
張
感

は
な
く
、
ま
た
、
文
字
の
重
心
が
右
へ
ず
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
行
も
揺
ら
ぎ
、
ま
と
ま

り
を
欠
く
も
の
と
な
っ
た
。

当
該
文
字
の
う
ち
、
粘
葉
本
12
「
脱
」・
14
「
変
」
の
最
終
画
も
長
目
に
書
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
画
は
余
白
を
活
か
し
、
効
果
的
に
働
い
て
い
る
。

【
表
】（
「
Ｂ
」
）
に
拠
る
と
、
粘
葉
本
に
お
い
て
も
そ
の
上
に
位
置
す
る
文
字
の
真

下
に
当
該
文
字
が
存
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
９
「
低
」
で
は
左
下
方
（

－5. 19

）、

12
「
脱
」・
14
「
変
」・
15
「
ひ
」（
八
字
目
）・
15
「
那
」
で
は
右
下
方
（
「
脱
」6. 34

・「
変
」
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4. 57

・「
ひ
」7. 77

・「
那
」13. 24

）
に
位
置
す
る
。
当
該
文
字
の
上
に
位
置
す
る
文
字

に
対
し
て
、（
見
開
き
）
右
の
面
（
右
ペ
ー
ジ
）
の
９
「
低
」
は
左
下
方
に
、
左
の
面
（
左

ペ
ー
ジ
）
の
文
字
は
右
下
方
に
配
さ
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
通
り
、
粘
葉

本
の
独
自
性
の
一
端
と
解
し
得
る
。

次
に
、
伊
予
切
に
見
ら
れ
る
「
縦
長
の
字
形
」
を
有
す
る
文
字
に
焦
点
を
当
て
て
考

察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

前
掲
［７］
の
13
で
は
一
字
目
「
気
」・
二
字
目
「
霽
」・
三
字
目
「
風
」
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、【
表
】（
「
Ａ
」
）
に
拠
る
と
、
中
心
点
間
に
お
け
る
「
気
」
と
「
霽
」
の
距
離
は
伊

予
切
で
は2. 22

、
粘
葉
本
で
は2. 10

で
あ
り
、「
霽
」
と
「
風
」
の
距
離
は
伊
予
切
で
は

1. 53

、
粘
葉
本
で
は1. 66

で
あ
る
。
そ
の
崩
し
方
の
場
合
、
本
来
、
縦
長
の
字
形
で
は

あ
る
も
の
の
、
伊
予
切
で
は
い
ず
れ
も
縦
に
伸
び
た
と
い
う
感
は
否
め
な
い
。
僅
か
な

違
い
で
は
あ
る
が
、
少
し
抑
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。「
霽
」
と
「
風
」
と

■
伊
予
切

　

［７］

■
粘
葉
本

　

［８］
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の
間
が
詰
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
気
」
と
「
霽
」
と
の
間
は
実
際
よ
り
広
く
感
じ
ら

れ
る
。
伊
予
切
で
は
、
同
行
の
中
程
に
位
置
す
る
「
柳
」・「
髪
」・「
氷
」・「
消
」・「
浪
」

等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
字
間
、
及
び
そ
れ
ら
の
各
文
字
の
縦
の
長
さ
を
詰
め
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

当
該
箇
所
（
13
「
気
霽
風
」
）
に
隣
接
す
る
左
右
の
行
の
三
文
字
（
12
「
紫
塵
嬾
」・

14
「
庭
増
気
」
）
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
も
伊
予
切
で
は
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
た
か
と
思

わ
れ
る
。

【
表
】（
「
Ｂ
」
）
か
ら
、
伊
予
切
14
の
行
の
揺
れ
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
13
の
不
安
定
感
が
招
い
た
結
果
と
も
取
れ
る
。

ま
た
、
伊
予
切
で
は
12
「
人
」（
13
「
柳
」
の
右
上
に
位
置
す
る
）
が
13
に
接
近
し

て
お
り
、
さ
ら
に
13
の
中
程
「
柳
髪
氷
消
浪
」
と
12
（
右
の
行
）
と
の
間
（
行
間
）
が

狭
い
こ
と
に
比
し
て
左
方
の
14
と
15
と
の
間
は
広
い
。
そ
の
辺
り
に
つ
い
て
も
統
一
感

に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

如
上
の
よ
う
な
要
素
は
全
巻
を
通
し
て
粘
葉
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

粘
葉
本
で
は
、
当
該
箇
所
13
「
気
」
は
14
「
気
」
と
崩
し
方
を
変
え
な
が
ら
も
紙
面

中
、
安
定
感
を
も
っ
て
溶
け
込
ん
で
お
り
、
ま
た
、「
霽
」・「
風
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
な
が
ら
そ
れ
ら
に
隣
接
す
る
12
（
右
の
行
）、
14
（
左
の
行
）
と
の
調
和
も
図
ら

れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

13
の
中
程
「
柳
」・「
髪
」・「
氷
」・「
消
」・「
浪
」
の
中
心
点
間
の
距
離
に
つ
い
て
、【
表
】

（
「
Ａ
」
）
に
拠
る
と
、
粘
葉
本
で
は
、1. 33

・1. 33

・1. 33

・1. 46

で
あ
り
、
伊
予
切
の

場
合
（1. 33

・1. 20

・1. 20

・1. 20

）
と
然
程
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
粘
葉
本
で
は
各

文
字
の
内
部
の
空
間
が
広
く
、
ま
た
、
線
の
太
い
箇
所
（
「
髪
」
の
左
側
の
部
分
、「
消
」・

「
洗
」
の
右
側
の
部
分
）
か
ら
も
豊
潤
さ
が
感
受
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
「
浪
」
等
の

細
く
書
さ
れ
た
文
字
は
際
立
つ
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
粘
葉
本
の
そ
の
下
に
位
置
す
る
「
洗
」
は
紙
面
中
、
右
へ
寄
せ
過
ぎ
ず
、
適

度
な
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
。
左
下
方
へ
向
け
て
書
さ
れ
た
八
画
目
（
左
払
い
）
は
強

く
、
当
該
行
の
右
方
へ
の
流
れ
を
抑
え
た
。
当
該
文
字
の
力
強
く
書
さ
れ
た
そ
の
書
き

振
り
は
同
行
中
、
一
字
目
「
気
」・
二
字
目
「
霽
」
と
も
照
応
し
、
当
該
行
・
紙
面
に

お
け
る
「
洗
」
の
要
と
し
て
の
役
目
が
果
た
さ
れ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。　

最
後
に
粘
葉
本
に
見
ら
れ
る
独
特
な
表
現
か
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

既
述
し
た
通
り
、
粘
葉
本
の
行
末
に
は
二
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
が
短
い
箇
所

が
あ
る
。【
表
】（
「
Ａ
」
）
に
拠
る
と
、
12
〜
15
の
行
末
（
四
文
字
）
の
距
離
は
一
か

所
（
15
の
末
尾
）
の
み
、
伊
予
切
の
方
が
短
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
う
ち
、
二
か
所

（
12
・
14
）
で
は
両
本
は
同
数
値
で
あ
る
。
そ
の
三
か
所
の
他
は
粘
葉
本
の
方
が
短
い

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

粘
葉
本
の
行
末
で
は
、
各
文
字
が
一
纏
ま
り
と
な
り
、
独
特
の
存
在
感
を
醸
し
出
す
。

そ
れ
ら
は
表
現
の
一
つ
と
解
さ
れ
、
前
述
し
た
伊
予
切
の
字
間
の
狭
さ
等
と
は
質
的
に

異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
述
べ
る
粘
葉
本
の
構
成
は
そ
の
こ
と
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
［８］
に
拠
る
と
、
紙
面
の
上
方
か
ら
下
方
へ
文
字
が
書
き
進
め
ら
れ
て
い
く
上
で

生
じ
る
行
の
流
れ
と
し
て
は
、
粘
葉
本
で
は
９
〜
11
（
一
行
目
）
の
行
は
左
下
方
へ
向

か
い
、
一
方
、
11
（
二
行
目
）
〜
15
は
右
下
方
へ
向
か
う
傾
向
に
あ
る
。
粘
葉
本
に
は

こ
の
よ
う
に
見
開
き
一
面
が
あ
た
か
も
扇
形
の
ご
と
く
構
成
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
存
す

る
。
当
該
面
（
見
開
き
）
全
体
が
引
き
締
め
ら
れ
、
微
妙
な
行
の
傾
き
、
う
ね
り
に
よ
っ

て
行
と
行
と
が
響
き
合
う
。
そ
の
場
合
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
各
行
末
の
文
字
を
小
振

り
に
纏
め
る
こ
と
は
そ
の
効
果
を
高
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
に
動
感

を
表
現
し
得
た
一
つ
の
見
事
な
手
法
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

伊
予
切
で
は
漢
字
の
最
終
画
・
仮
名
の
最
終
部
分
が
長
目
の
文
字
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
ま
た
、
縦
長
の
字
形
も
散
見
さ
れ
る
。
長
目
の
縦
画
が
傾
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

動
き
も
大
き
く
、
一
見
、「
瀟
洒
で
自
由
）
18
（

」
に
も
映
る
。
し
か
し
、
強
調
さ
れ
た
画
・

部
分
の
線
質
が
粘
葉
本
に
比
し
て
平
板
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
該
行
・
当
該
面
に
お

い
て
そ
れ
ら
が
活
か
さ
れ
ず
、
有
機
的
に
働
い
て
い
な
い
側
面
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
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行
も
揺
ら
ぎ
、
当
該
行
と
隣
接
す
る
左
右
の
行
と
の
不
調
和
、
当
該
文
字
と
上
下
に
位

置
す
る
文
字
と
の
不
調
和
が
生
じ
た
感
は
否
め
な
い
。
そ
の
要
素
は
粘
葉
本
に
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

粘
葉
本
の
矩
形
は
伊
予
切
の
ご
と
く
多
様
で
は
な
か
っ
た
が
、
粘
葉
本
で
は
各
文
字

の
内
部
の
空
間
が
広
く
、
深
み
の
あ
る
線
質
に
よ
る
豊
潤
さ
、
線
の
太
細
等
に
よ
る
変

化
が
看
取
さ
れ
た
。
一
行
中
、
要
と
な
る
文
字
と
周
辺
に
位
置
す
る
字
形
と
の
照
応
、

そ
の
取
り
合
わ
せ
、
兼
ね
合
い
等
が
相
俟
っ
て
、
過
不
足
無
く
、
伸
び
や
か
に
表
現
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
粘
葉
本
で
は
行
末
付
近
の
字
間
を
詰
め
、
行
の
う
ね
り
を
作
り
、
紙
面
上
、

文
字
全
体
で
動
感
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

本
稿
で
は
文
字
の
「
中
心
点
」・「
矩
形
」
に
つ
い
て
定
義
し
、
そ
の
基
準
に
基
づ
き

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
両
本
間
で
は
、
同
行
中
、
文
字
の
中
心
点
間
の
距
離
の

差
が
伊
予
切
の
方
が
粘
葉
本
よ
り
大
き
い
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
一
行
中
、
上
下
に
位

置
す
る
文
字
の
並
び
に
お
い
て
も
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
粘
葉
本
よ
り

伊
予
切
の
方
が
、
上
下
に
位
置
す
る
文
字
の
中
心
点
が
左
右
に
揺
れ
る
頻
度
が
高
く
、

ま
た
、
そ
の
角
度
大
の
事
例
が
散
見
さ
れ
た
。

次
に
、
伊
予
切
の
方
が
最
終
画
・
最
終
部
分
が
長
目
の
文
字
、
及
び
縦
長
の
字
形
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
推
測
の
下
、
両
本
間
に
見
ら
れ

る
相
違
の
実
態
に
つ
い
て
美
的
見
地
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
伊
予
切
の
書
は
、
下
方
へ

の
動
き
、
右
方
へ
の
動
き
等
が
大
き
く
、
結
果
的
に
同
行
中
の
そ
の
他
の
文
字
が
小
振

り
と
な
り
、
行
間
も
詰
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
調
和
し
て
お

ら
ず
、
む
し
ろ
不
安
定
に
感
じ
ら
れ
る
箇
所
も
存
し
て
い
た
。

一
方
、
粘
葉
本
の
矩
形
に
は
伊
予
切
の
ご
と
き
多
様
性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
線
質
（
字
形
も
含
む
）
に
よ
り
、
変
化
の
み
な
ら
ず
統
一
感
も
図
ら
れ
、
伸
び

や
か
さ
が
際
立
っ
て
い
た
。
伊
予
切
の
行
の
揺
ら
ぎ
、
傾
斜
等
か
ら
は
美
的
意
図
は
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
粘
葉
本
の
見
開
き
の
構
成
に
は
独
自
の
美
し
さ
が
看
取
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
そ
の
姿
（
紙
面
の
上
か
ら
下
へ
文
字
を
書
き
進
め
て
い
く
上
で
生
じ
る
行

の
流
れ
）
を
扇
形
に
譬
え
た
。
行
末
付
近
の
字
間
を
詰
め
、
複
数
の
文
字
を
纏
め
、
行

頭
付
近
を
大
き
く
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
整
然
と
し
た
中
に
も
空
間
的
広
が
り
と
躍
動

感
を
与
え
る
と
と
も
に
、
余
白
の
美
を
も
創
出
し
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
く
つ
か
の
文
字
の
姿
・
形
が
連
な
り
、
各
行
は
形
作
ら
れ
て
い
る
。
各
行
の
集
合

体
に
よ
っ
て
当
該
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
本
作
品
に
お
い
て
、
各
線
質
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
書
の
一
文
字
一
文
字
、
各
文
字
の
位
置
関
係
に
よ
る
行
の
揺
れ
・
傾
き
具
合
、
構

成
面
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
切
り
放
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

書
写
者
本
人
に
と
っ
て
も
無
意
識
的
に
滲
み
出
る
類
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
境
界
に

は
曖
昧
な
と
こ
ろ
も
実
際
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
両
本
は
書
写
者
本
来
の
文
字
造
形
上

の
美
的
感
覚
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

粘
葉
本
に
お
い
て
は
、
書
写
者
の
志
向
す
る
一
行
の
姿
、
各
行
の
集
合
体
の
姿
、
紙

面
構
成
が
具
現
化
さ
れ
る
た
め
の
字
形
（
線
質
も
含
む
）
が
書
写
者
の
主
体
性
に
よ
っ

て
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
伊
予
切
で
は
、
書
写
者
の
意
識
・
関
心
は
字
形
の
み
に
向
け
ら
れ

た
感
が
否
め
な
い
。
中
に
は
騒
が
し
く
感
じ
ら
れ
る
箇
所
も
存
し
て
お
り
、
粘
葉
本
の

ご
と
き
動
感
、
統
一
感
は
伊
予
切
に
は
見
ら
れ
ず
、
粘
葉
本
に
比
し
て
未
熟
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
点
が
確
認
さ
れ
た
。

粘
葉
本
の
書
の
一
筆
一
筆
に
は
気
品
が
あ
り
、
伸
び
や
か
さ
が
あ
る
。
伊
予
切
に
存

す
る
不
安
定
さ
は
な
く
、
迷
い
の
な
い
確
信
に
満
ち
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

同
一
人
物
に
よ
る
表
現
の
違
い
と
取
る
に
は
無
理
が
あ
り
、
両
本
は
別
人
の
手
に
な

る
可
能
性
の
方
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

通
説
で
は
、
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
書
も
「
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
同
筆
、
も
し
く
は
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同
書
風
）
19
（

」
と
い
う
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
四
本
の
書
の
関
係
に
つ
い
て
曖

昧
模
糊
た
る
も
の
が
あ
る
。
四
本
は
当
代
を
代
表
す
る
名
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
書
の
神

髄
を
探
る
上
で
も
、
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
を
研
究
す
る
上
で
も
四
本
間
に

存
す
る
違
い
を
追
求
す
る
試
み
は
今
後
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
に

お
い
て
述
べ
た
私
案
を
も
と
に
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
う
所
存
で
あ
る
。

注
（
１
）　

小
松
茂
美
氏
編
『
二
玄
社
版  

日
本
書
道
辞
典
』[

昭
和
62
年 

二
玄
社]

Ｐ
33

（
２
）　

尾
上
柴
舟
・
大
石
隆
子
氏
解
説
『
伝
藤
原
行
成
筆
御
物
倭
漢
朗
詠
集
一
』﹇
昭
和
43

年　

雄
山
閣
﹈
Ｐ
２

（
３
）　

春
名
好
重
氏
編
著
『
古
筆
大
辞
典
』﹇
昭
和
54
年 

淡
交
社
﹈
Ｐ
814

（
４
）　

安
東
聖
空
氏
著
『
か
な
古
筆
美
の
研
究
・
御
物
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
篇
』﹇
昭
和
60
年  

同
朋
舎
﹈
Ｐ
14
・
18

（
５
）　

『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
五
巻
﹇
昭
和
61
年  
書
藝
文
化
新
社
﹈
Ｐ
248

（
６
）　

飯
島
春
敬
氏
解
説
・
釈
文
『
平
安
朝
か
な
名
蹟
選
集　

第
55
巻
』﹇
平
成
２
年　

書

藝
文
化
新
社
﹈
解
説
の
項
。

（
７
）　

古
谷
稔
・
島
谷
弘
幸
両
氏
も
両
本
は
「
同
筆
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
『
日
本
名
筆
選

８
』﹇
平
成
23
年　

二
玄
社
﹈
Ｐ
117
・『
日
本
名
筆
選
26
』﹇
平
成
６
年　

二
玄
社
﹈
Ｐ
103
）。

（
８
）　

拙
稿
「
『
和
漢
朗
詠
集
』
伊
予
切
〈
第
一
種
〉
の
書―

粘
葉
本
と
の
関
係―

」『
語
文
』

（
日
大
国
文
学
会
）
第
一
四
九
輯
﹇
平
成
26
年
６
月
﹈

（
９
）　

漢
字
を
構
成
す
る
各
線
で
、
一
筆
で
書
か
れ
る
も
の
（
藤
原
宏
氏
ほ
か
編
『
書
写

書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
２
年　

第
一
法
規
﹈
Ｐ
34
）。

（
10
）　

書
の
線
の
も
つ
性
質
で
、
書
線
の
様
相
と
そ
の
内
容
を
い
う
（
前
掲
〈
注
９
〉
に
同
。

Ｐ
189
）。

（
11
）　

伊
予
切
は
、
三
者
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
便
宜
上
、
第
一
種
・
二
種
・
三

種
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）
が
、
稿
者
は
三
名
以
上
の
書
写
者
の
存
在
の
可
能
性
も
あ
り

得
る
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
ず
、
従
来
の
説
に
従

う
も
の
と
す
る
。

（
12
）　

古
谷
稔
氏
解
説
『
日
本
名
筆
選
８
』﹇
平
成
23
年　

二
玄
社
﹈・
小
松
茂
美
氏
監
修
・

名
児
耶
明
氏
解
説
『
日
本
名
跡
叢
刊
55
・
56
』﹇
昭
和
56
年 

二
玄
社
﹈

（
13
）　

前
掲
（
注
４
）
に
同
。
Ｐ
18

（
14
）　

前
掲
（
注
７
）
掲
載
の
図
版
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
結
果
、
本
項
の
基
準
を

「0. 3

」・「0. 4

」
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
15
）　

そ
こ
に
該
当
し
な
い
の
は
伊
予
切
で
は
漢
詩
二
か
所
・
和
歌
六
か
所
、
粘
葉
本
で

は
漢
詩
四
か
所
・
和
歌
一
〇
か
所
。

（
16
）　

前
掲
（
注
８
）
に
同
。

（
17
）　

画
は
漢
字
に
の
み
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
る
た
め
、
仮
名
の
こ
と
を
指
す
場
合
は

「
部
分
」
と
称
し
た
。

（
18
）　

前
掲
（
注
６
）
に
同
。
Ｐ
64

（
19
）　

小
松
茂
美
氏
監
修
・
名
児
耶
明
氏
解
説
『
日
本
名
跡
叢
刊
55
』﹇
昭
和
56
年　

二
玄

社
﹈
の
解
説
（
Ｐ
124
）
等
。

【
追
記
】

本
稿
中
、
使
用
し
た
「
文
字
位
置
計
測
ソ
フ
トV

er 1. 1

」
は
根
本
訓
央
氏
（
茨
城
県
警

察
本
部
刑
事
部
科
学
捜
査
研
究
所
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
稿
者
が
同
氏
に
依
頼
し
、

稿
者
の
発
案
の
も
と
に
開
発
し
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
、
並
び
に
同
研
究
所
に
は

謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
に
載
せ
た
図
版
は
二
玄
社
刊
『
日
本
名
跡
叢
刊
』・『
日
本
名
筆
選
』
か
ら
引
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
転
載
の
ご
許
可
を
頂
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
（「『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
の

集
成
と
研
究
」・15K

02214

・
基
盤
研
究
（
Ｃ
））。


